
 令和７年度 学校自己評価システムシート （県立大宮商業高等学校 全日制課程） 
 

目 指 す 学 校 像 地域とともに未来を切り拓く、心豊かでたくましい生徒を育成する       ※学校関係者評価実施日とは、最終回の 

 学校評価懇話会を開催し、学校自己評 

 価を踏まえて評価を受けた日とする。        

達 

成 

度 

Ａ ほぼ達成(８割以上)  

重 点 目 標 

１ 授業改善により、生徒の主体性を育み、学習習慣の確立と学力を定着させる。 

２ キャリア教育の充実により、生徒の進路意識を高め、進路実現を支援する。 

３ 地域・保護者・外部団体との連携強化と教育活動の効果的な情報発信により、愛され信頼さ

れる学校をつくる。 

４ コミュニケーション能力の育成により、チャレンジ精神に溢れたたくましい人財をつくる。  

 Ｂ 概ね達成(６割以上)   
出席者 学校関係者    ４名 

    生徒       ６名 

    事務局(教職員) １０名 

 Ｃ 変化の兆し(４割以上)   

 Ｄ 不十分(４割未満)   

   ※ 重点目標は３つ以上の設定も可。重点目標に対応した評価項目（年度達成目標を意味する。）は複数設定可。 

   ※ 番号欄は重点目標の番号と対応させる。評価項目に対応した「具体的方策、方策の評価指標」を設定。 
         

学 校 自 己 評 価  学 校 関 係 者 評 価 

年 度 目 標 年 度 評 価 （  ２ 月  1 日  現 在 ）  実施日 令和８年 ２月 ５日 

番号 現状と課題 評価項目 具体的方策 方策の評価指標 評価項目の達成状況 達成度 次年度への課題と改善策  学校関係者からの意見・要望・評価等 

１ 

<現状＞ 

〇ＩＣＴを利用し、問題演習に活

用している。アクティブラーニン

グなどの実践がみられる。 

<課題＞ 

〇生徒が主体的に工夫し、学習習

慣を身に付ける必要があり、教育

活動におけるＩＣＴ等の一層の活

用を推進する必要がある。 

〇生徒が主体的に学習

活動を習慣づけ、学力

の向上につなげる。 

①（通年）朝の学習時間の

確保、アプリケーション

ソフトを利用し、学習習

慣をつくる。 

②（通年）ＩＣＴ機器の利

用やアプリケーションソ

フト活用し、アクティブ

ラーニングなどのより主

体性を育むような教育活

動を実施する。 

①アプリケーションソフト

利用頻度は増加したか。 

②－1 授業改善につなが

る工夫ができたか。 

②－2 ＩＣＴ機器を活用

し探究活動や主体性を育

むアクティブラーニング

などを実践できたか。 

【概ね達成 ６割以上】 

①８時 30 分からの朝学習は、市販の教材

等を利用し基礎学力の向上に努めた。１

年生は朝読書を実施した。朝学習に遅刻

する生徒が減少し、意欲的に取り組んで

いる。アプリケーションの利用までには

至っていない。 

②授業での ICT 機器（プロジェクターで

投影、GoogleClassRoom の活用等）の利用

は、進んできている。主体性を育む授業

として、スピーチやペアワークやジクソ

ー法を取り入れた授業も行われている。 

Ｂ 

【課題】 

・家庭での学習活動が習慣づけ

られていない生徒が 32％。 

・基礎学力が十分身に付いてい

ない生徒もみられる。 

【改善策】 

・ICT 研修会を実施し、教員の

指導力向上を図る。 

・基礎学力向上に効果があった

朝学習を定着させる。 

・基礎学力向上の一助となるデ

ジタル教材の導入を検討する。 

 

・朝学習の時間は、生徒は自主的に行っているのは、

とても良い。出席率はとても良いと聞いたので、続け

てもらいたい。 

・ＩＣＴ機器の活用は、基礎学力をつける上で必要な

ことだ。また、タブレットの活用もよいことだと思

う。 

・グループワークなどの少人数での討論などは、経験

上効果があると感じている。ぜひ続けてほしい。 

・日本はライセンス時代であるので、社会に出るまで

に知見と生きていくための武器を身に付けてほしい。

商業高校の理想的な姿を改めて確認する必要がある。 

２ 

<現状＞ 

〇昨年度は就職する生徒が約

48％、進学が約 52％と進学を希

望する生徒が増えた。 

＜課題＞ 

〇受験時に必要な能力の育成と生

徒の進路実現の変化に対応した進

路指導を実施する必要がある。 

〇生徒・保護者ともに

進路実現の満足度を高

くする。 

①（通年）進路実現の要所

に進路の手引を活用し進

路実現への心構えを高く

させる。 

②（通年）受験報告書など

のデータを研究させ、面

接や試験に臨めるように

する。 

①生徒が進路の手引きの一

般編や合格体験記を活用

することができたか。 

②生徒が希望する進路先に

合格することができた

か。 

【ほぼ達成 ８割以上】 
①進路の手引きは、81％を超える生徒が

活用した。本校の進路指導（進路学習）

は、94％を超える生徒が、充実している

と回答した。 

②自己ＰＲ発表会や面接練習、履歴書指

導を実施し、ほぼ全ての生徒が希望した

進路を実現させた。 

就職（学校紹介）62 名内定、公務員（防

衛省）1 名、四大 27 名、短大 5 名、専門

学校 38 名合格。（1月 23 日現在） 

Ａ 

【課題】 
・指定校推薦者、総合選抜型推

薦者や就職内定者の一部に、合

格できる本来の力が身に付いて

いないと思われる。 

【改善策】 
・朝学習等を活用し、基礎学力

や一般常識を身に付けさせる。 

・公務員講座や模試の案内を浸

透させ、早期に準備させる。 

 

・進学する生徒が増えてきたのは、興味深い。生

徒各々が、自分の進路を早くから定めた表れでも

あると思う。 

・生徒の進路意識を高め、実現に向けての支援を

さらに高めてほしい。 

・先を見据えた情報発信も必要だ。 

 

３ 

＜現状＞ 

〇自治会、施設、公民館など地域

との連携や交流が増え、本校の良

さが伝わっている。 

<課題＞ 

〇本校の情報を積極的に発信する

ための手段を工夫し、地域交流を

一層進める。 

〇ホームページ等の更

新回数アクセス数を伸

ばし、本校への興味・

関心を引き付ける。 

〇自治会や施設など地

域との関りを向上させ

る。 

 

①（通年）情報発信ツール

を増やし授業風景の画像

や実験や実技の動画を掲

載する。 

②（通年）中学生や地域の

方の興味関心を引き、本

校の特色が伝わるような

情報を発信する。 

③（通年）地域のイベント

に参加する。 

①行事、部活動の報告、各

教科の教育活動記事の掲

載・更新ができたか。 

②入試の志願倍率が１倍に

なったか。 

③地域イベント等へ５回以

上参加することができた

か。 

【概ね達成 ６割以上】 
①新たにインスタグラムを開設し、授業

風景、学校行事、部活動等を掲載した。

（1 月 23 日現在 97 投稿）ホームページ

は、適宜更新した。（１月 23 日現在 116

回更新） 

②学校説明会は、概ね例年通りの参加者

数であった。12 月の進路希望調査では、

0.55 倍と希望する生徒は昨年よりも減少

した。 

③卓球部、ダンス部、吹奏楽部、生徒会

などが地域のイベントに計６回参加し

た。 

Ｂ 

【課題】 
・中学生、保護者へ本校の魅力

を伝えているが、本校の選択に

繋がっていない。 

【改善策】 
・学校説明会の内容を再検討す

る。 

・学校紹介動画やホームページ

の各種情報をリニューアルす

る。 

・ホームページの部活動の更新

回数を増やす。 

・生徒の活動を見学してもらう

機会を増やす。 

 

・地域社会との交流を深めてほしい。また、本校の情

報を積極的に発信したらどうか。 

・公共施設等と協働での様々な事業への参加すること

により、学校をアピールしてはどうか。 

・街づくりの観点から大宮商業高校の生徒と地域がコ

ミュニケーションができる場を設置できるよう区役所

には要望をしている。協力してほしい。 

４ 

<現状＞ 

〇巡回支援員、ＳＣ、ＳＳＷなど

との連携がとれてはいるが集団に

馴染めない生徒も少なくない。 

<課題＞ 

〇ヤングケアラーなど様々な悩み

を持つ生徒に外部関係機関と連

携・相談できる体制を確立する。 

 

〇外部関係機関・地域

の教育力を活用し積極

的な連携を向上させ

る。 

〇様々な教育活動を通

したコミュニケーショ

ンを向上させる。 

①（通年）巡回支援員、Ｓ

Ｃ、ＳＳＷなどとの協力

による生徒の把握をおこ

なう。 

②（通年）担任や関係する

教員、教育相談などと連

携し情報共有を行う。 

③（通年）教育相談委員会

と協力し、外部機関と連

携する。 

①巡回支援員などとの協議

を担任や学年にフィード

バックできたか。 

①② 生徒理解の研修会を

年２回実施できたか。 

③個々に適した教育相談や

外部機関に繋げられか。 

【ほぼ達成 ８割以上】 

①ＳＣは 11 回、ＳＳＷは７回利用した。

巡回支援員は６回来校した。毎回、担

当、担任等とのフィードバックを行っ

た。児童相談所と連携するケースが昨年

度より増加した。 

②教育相談委員会を金曜日５時間目に実

施し、生徒の情報を共有した。 

③外部講師を招き 11 月に教育相談の研修

会を他校の先生にも声を掛け実施した。

校内外 41 名が参加した。概ね好評であっ

た。 

Ａ 

【課題】 

・在籍している生徒が多様化し

てきていることもあり、教職員

の生徒理解や適切な指導・支援

が十分でない。 

【改善策】 

・配慮や支援が必要な生徒への

教職員の組織的な対応を行う。 

・定期的に来校できる学校独自

のＳＣを依頼する。 

・行事等を通じて、生徒間のコ

ミュニケーションを活発化す

る。 

 

・生徒の長所などを把握・理解した上で、それを伸ば

すことでさらなる「やる気」を引き出すこともよいこ

とだと思う。 

・ＳＣ・ＳＳＷの力を借りて、生徒をより良い方向に

導いてほしい。 

 

 


